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１．はじめに なお，原版の作成には新潮現代国語辞典第二

版を用いた．知識メタデータ（原版）の付与は

エンカルタキッズ百科の 1470 語を対象にして，

スーパーニッポニカ，ポプラディア，マイペデ

ィアを用いて行った． 

知識の流通量の増加は，目的の知識がどこに

も記述されていないという問題が回避されると

いうメリットが得られる一方，本当に欲しい情

報がノイズに埋もれてしまうというデメリット

も発生させてしまう．そのため，より効率的に

知識を得るための方法が求められる． 

 

３. 結果 

3.1 知識メタデータの構築 
本研究では，情報の探索におけるメタデータ

や文献探索における構造化抄録を参考に，用語

の検索結果にどのような知識が含まれているか

を明確にし，内容レベルでの絞込みを行うため

の知識メタデータの作成を行う．また，知識メ

タデータに基づいた包括的な記述のためのテン

プレートを作成し，このテンプレートに基づい

た電子百科事典の作成について検討する． 

国語辞典から 23 の説明の視点を抽出し，「モ

ノ」「コト」「動的表現」「静的表現」の指標を用

いて独立性の検討を行い，19 の項目からなる知

識メタデータ（原版）を作成した（表２参照）．  

電子百科事典の説明文にこの知識メタデータ

の付与を行った結果，「モノ」「コト」の扱いが

実際の説明文にそぐわないこと，及び直感的な

運用が難しいという問題点が明らかになった． 
なお，本研究においては，用語を概念として，

概念について記述される個々の説明文を知識，

それらの集合を情報として扱う． 

「モノ」「コト」の視点をはずし，場所のよう

な一部の説明の視点が他の説明の視点に従属的

な項目を除いて，表 1 に示す 14 の項目からなる

知識メタデータ（最終版）を作成した．  
 

 ２．構築方法 
表 1 知識メタデータ（最終版）の項目 

項目区分 項目 

外見 

構成・成分 

本質的特長 

性質 

発生変化 

利用
全体 

性質 性質 

出来方 
発生変化 

変わり方 

機能 
利用 

用途・用法 

歴史 変遷 

上位概念 

下位概念 概念的関係 

対比 

等価の用語 
用語的関係 

反対語 

知識メタデータは，まず，国語辞典の説明文

から説明の視点の抽出を行い，その独立性を検

討することにより原版をまとめる．  

次に，電子百科事典にその知識メタデータを

付与する作業を行い，問題点の発見を行う． 

最後に，それを反映した最終版を作成する． 

* “Construction of knowledge meta data based 

on categorization of explanation” by Hisaki 

HOTTA  
 また，運用を直感的に行うためのツールとし



て，エンカルタキッズ百科事典の用語の区分を

基に知識メタデータと用語区分の対応表を作成

した． 

 

3.2 電子百科事典の説明文の傾向 

 電子百科事典マイペディアの説明文に付与し

た知識メタデータの状況を分析した結果，項目

毎の使用回数は表 2，使用項目数毎の用語頻度

は図 1 のように得られた． 
 
表 2 電子百科事典における付与された知識メタデータ

（原版）の項目の傾向 
項目 用いられた回数 用いられた割合 
出来方 55 4.2% 
変わり方 54 4.1% 
外見 147 11.1% 
構成・成分 792 59.9% 
全体 26 2.0% 
機能 102 7.7% 
変遷 817 61.8% 
用途 151 11.4% 
用法 88 6.7% 
性質 421 31.8% 
上位概念 1089 82.4% 
場所 413 31.2% 
値・量 507 38.4% 
等価の用語 596 45.1% 
反対語 34 2.6% 
対比 109 8.2% 
現象 74 5.6% 
状態 50 3.8% 
下位概念 52 3.9% 
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 図１ 電子百科事典の一つの用語に対して付与され

た知識メタデータの項目数 

 

４．考察 

 作成した知識メタデータ（最終版）は，フレ

ームや意味ネットワークなどの知識表現法によ

る一般的な知識の表現の形式を全て包含してお

り，変遷等の時系列を扱うような知識表現法で

は扱いにくいタイプの知識の記述も扱えている

ことが確認できた．また，特定の概念について

14 全ての項目についての説明文を作成するこ

とができた．以上のことから知識メタデータの

妥当性を示した． 

 また，知識メタデータ（原版）の項目毎の付

与状態の分析の結果， 4 つが特に多く使われて

いる傾向と，電子百科事典に項目のあった 1322

語では，１語当たりで用いられている説明の視

点が 7 個以下の用語が 94.4％に及ぶ傾向が明ら

かになった．このことから，電子百科事典の説

明文は包括的とは言えないことが分かった．こ

の結果を受け，複数の用語について包括的な記

述の為のテンプレートによる説明文の作成を行

い，実際に説明文が作れることの確認と記述の

ためのテンプレートの有効性を確認した． 

 

５．おわりに 

知識メタデータを作成し，その有効性の確認

をした．また，運用のための対応表を作成した．  

さらに，知識メタデータをテンプレートとし

て説明文を作成することによる包括的な百科事

典の作成について提案した． 

今後の展望としては，限定的で専門性の高い

知識へ知識メタデータが対応できるかの検討が

考えられる． 
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